
受
付
だ
よ
り

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
太
陽
が
沈
む
空
が
夕
焼
け
に
ひ

と
際
染
ま
る
偶
然
に
出
会
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
刻
々
と
変

化
す
る
そ
の
さ
ま
は
何
色
と
も
表
現
し
が
た
く
、
暫
し
自
然
現

象
に
心
を
奪
わ
れ
今
日
も
お
疲
れ
様
と
自
分
を
労
い
た
く
な
り

ま
す
。

さ
て
み
な
さ
ん
、
立
冬
と
も
な
れ
ば
冬
の
到
来
を
意
識
し
ま

す
が
未
だ
秋
の
陽
気
に
冬
の
準
備
が
疎
か
に
な
り
気
味
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
今
年
の
冬
は
１
２
月
か
ら
急
に
寒
く
な
り
だ
す

予
報
が
出
て
い
ま
す
。
去
り
ゆ
く
秋
を
満
喫
し
来
た
る
冬
に
備

え
て
鋭
気
を
養
っ
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

と
き
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
早
く
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
登
場
で
、
冬
が
流
行
の
ピ
ー
ク

と
な
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
警
戒
が
緩
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
ひ
と
た
び
罹
患
す
れ
ば
重
症
化
す
る
場
合
も
あ
り
、
他
者

に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
行
動
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歯
医
者
に
予
約
が
あ
れ
ば
、
予
約
の
変
更
を
し
て
頂
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
予
定
も
ふ
い
に
な
る
こ
と
も
、
な
に

よ
り
身
体
も
辛
い
で
す
か
ら
出
来
う
る
予
防
に
努
め
て
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

予
防
に
勝
る
治
療
な
し
。
ど
ん
な
病
気
に
も
む
し
歯
・
歯
周

病
に
も
然
り
で
す
。
悪
く
な
っ
て
か
ら
で
は
時
間
も
お
金
も
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
毎
日
の
ハ
ミ
ガ
キ
は
と
て
も
重
要
な
予

防
法
と
心
得
、
大
切
な
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

ハ
ブ
ラ
シ
は
当
院
オ
ス
ス
メ
「
プ
ロ
ス
ペ
ッ
ク
コ
ン
パ
ク
ト
ス

リ
ム
」
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
柔
ら
か
く
毛
束
も
多
く
歯
垢
の

除
去
に
優
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
歯
検
診
も
併
せ
て
行
い
予

防
の
効
果
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

 (

歯
科
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ

菊
地 

正
子)

NEW

せ
き
ぐ
ち
歯
科
 

ハ
ロ
ア
ル
新
聞
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フ
ッ
素
は
現
時
点
で
虫
歯
予
防
に

も
っ
と
も
有
効
で
安
全
性
が
高
い
物

質
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
長
期
に
わ
た
る

疫
学
的
、
医
学
的
な
研
究
で
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
フ
ッ
素
塗
布
が
虫
歯

予
防
に
役
立
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

１

脱
灰
（
だ
っ
か
い
）
抑
制
作
用

歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
の
結
晶
内
に

フ
ッ
化
物
が
取
り
込
ま
れ
る
と
、

「
フ
ル
オ
ロ
ア
パ
タ
イ
ト
」
「
フ
ッ

化
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
」
と

呼
ば
れ
る
物
質
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
も
と
も
と
の
歯
よ
り

も
酸
に
対
し
て
溶
け
に
く
く
す
る
物

質
で
す
。

虫
歯
は
、
歯
垢
に
ふ
く
ま
れ
る
細

菌
が
産
生
す
る
酸
に
よ
っ
て
歯
か
ら

カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
が
溶
け
出
し

（
こ
れ
を
脱
灰
と
い
い
ま
す
）
、
穴

が
開
い
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
フ
ッ

化
物
を
歯
に
塗
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
脱
灰
が
起
こ
り
に
く
く
な
り
ま

す
。

２

再
石
灰
化
の
促
進

脱
灰
し
た
エ
ナ
メ
ル
質
は
唾
液
の

力
に
よ
っ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
や

リ
ン
酸
イ
オ
ン
の
取
り
込
み
を
行
い
、

エ
ナ
メ
ル
質
を
再
構
築
し
ま
す
。
こ

れ
を
再
石
灰
化
と
い
い
ま
す
。

歯
に
フ
ッ
化
物
を
塗
布
す
る
と
、

カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
や
リ
ン
酸
イ
オ

ン
の
濃
度
が
低
い
状
態
で
も
再
石
灰

化
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
の
で
、
脱

灰
か
ら
の
回
復
が
早
ま
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

３

細
菌
に
よ
る
酸
性
化
を
防
ぐ

フ
ッ
化
物
は
歯
垢
に
含
ま
れ
る
細

菌
が
産
生
す
る
代
謝
酵
素
を
阻
害
し
、

酸
性
化
を
抑
制
し
ま
す
。
虫
歯
は
酸

に
よ
っ
て
で
き
ま
す
の
で
、
虫
歯
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
は
、
一
定
の

条
件
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
保
険
で
行
え

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

楽
し
い
歯
な
し
♪

会
社
名
や
サ
ー
ク
ル
、
個
人
名
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
ど
、
ど
ん
な
名
称
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

３
０
０
０
円
の
協
賛
を
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

尚
、
協
賛
金
は
全
額
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
心
温
ま
る
協
賛
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
歯
科
衛
生
士

北
島

紗
希
）

『
フ
ッ
素
と
は
？
』

ブルーポピイ③ ほんのきもち NO.1575×２回
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『歯ごたえ・・どこで感じる？』

「鼻疾患と睡眠」

い ～ 歯 の 学 校

鼻疾患といえば季節性のアレルギーやハウス
ダスト、睡眠呼吸障害、いびき等が挙げられま
すが軽視されてしまう傾向があり、放置しがち
な疾患と言えます。しかし、鼻疾患は小児、成
人を問わず、睡眠にさまざまな影響を及ぼす可
能性があります。
鼻呼吸には４つの特徴があります。

①濾過機能
②加温加湿・脳冷却機能
③抵抗器機能
④肺の血流量を増やす機能
鼻疾患がある場合、睡眠への影響は通気道の

狭窄や閉塞により、正常な鼻呼吸を妨げるため
口呼吸になり、口腔乾燥や頭痛、咳、喉の痛み、
睡眠時に無呼吸になるなどの症状が引き起こさ
れます。そのため何度も目が覚めてしまい、良
質な睡眠をとることが困難になってしまいます。
口呼吸になることでこんなデメリットが挙げら
れます。呼吸器系の病気や風邪のリスクが上が
る。乾燥により虫歯・歯周病・口臭・着色の原
因になる。口輪筋や口唇力の低下で歯列不正、

顔貌、ほうれい線、嚙み合わせが悪化する。成
長や集中力の低下。アレルギー性の病気のリス
クが上がる。
口呼吸が習慣化してしまうと口を閉じる力が

弱まってしまいます。鼻呼吸こそ天然のマスク
です。鼻疾患を改善させ、鼻呼吸を意識するよ
うに心がけましょう。

食欲の秋を迎え、食べ物がより美味しい季節
になりました。食べ物の美味しさを味わう時、
舌を使って甘さ・しょっぱさ・辛さ・苦さ・旨
味といった味覚を感じるとともに、香りやにお
いを嗅覚で感じ、熱さ・冷たさの温度感、歯ご
たえ・噛みごたえ、舌触りといった食感などを
同時に感じながら総合的に美味しさを満喫して
います。今回はその中の「歯ごたえ」について
お話しします。
私達は、どの様に「歯ごたえ」を感じている

のでしょう。物を噛むとき食べ物が最初に当た
るのは歯ですが、歯の表面はエナメル質でそれ
自体は感覚がありません。その奥の歯の根と歯
を支える骨の間に歯根膜と呼ばれる組織があり、
歯にかかる力を吸収し噛む力の調整もしていま
す。食べ物を噛むとき、歯根膜にかかる圧力が
「歯ごたえ」と考えられています。軟らかいも
のの時は、少しの圧力を感じながら噛み、硬い
物や弾力のあるものは、やや強い圧力で噛むと
いうようなことで、それらを「歯ごたえ」と感
じているのです。
さらに顎を動かす筋肉である「咀嚼筋」が実

際に物を噛んだ時に感じる感触も「歯ごたえ」

の形成に関係しています。筋肉の持つ感覚は大
変敏感なので､この二つの感覚を脳に送ると､微
妙な食感の違いまで感じることが出来るのです。
この様に歯ごたえを感じるうえで大切な歯根

膜ですが、歯を失うと同時に歯根膜も失われて
しまいます。例えぐらついている歯でも抜かず
に根は残し、その上に入れ歯やコンフォートブ
リッジを入れて噛んだ圧を歯根膜が感じるよう
にしておく事が重要です。
しっかり噛める状態で、食欲の秋を楽しみま

しょう。

パワフル衛生士のわ・歯・歯教室

（歯科衛生士 藤田友希子）

令和 ７年１１月１日 発行 第２１３号

（歯科衛生士 黒川 淳子）



「その顎の痛み、どこから？」
先日、2日前から左顎が痛くて口が開けにく

いと男子中学生が来院されました。彼はバスケ
部ということでしたが、特に顎をぶつけたこと
はないと言っていました。日常生活では、左側
を下にして横向きで寝ることが多いこと、長時
間スマホを使用していることも多いということ
でした。
「顎が痛い」「口が開かない」「顎がカクカク
鳴る」といった症状を主に「顎関節症」と言い
ます。原因は様々ですが、一つに外傷や大きな
あくび、無理に固い物を咬むなど顎関節に一時
的に過剰な力が加わった結果起こります。また
歯ぎしりや食いしばり、顎肘をつくなどの癖や
無理な姿勢など、顎関節に弱い力が持続的長時
間加わったことで起こる場合もあります。食い
しばり程自覚がないくらいの軽度な力で、上の
歯と下の歯を長時間にわたって接触させている
だけで症状につながることもあります。さらに
顎関節に直接加わっていなくても、職場や学校、
家庭でのストレス、歯並びやむし歯の長期的放
置による噛み合わせの異常による発症もありま
す。最近ではスマートフォンの長時間使用で起
こることも多く、これは長時間下を向いている
ことから上下の歯が常時接触してしまい、口周

辺の筋肉が緊張した状態が続いて歯や顎に負担
がかかってしまうからです。
治療には、歯科医院で作製したマウスピース

を使い顎関節にかかる負担を減らし、関節の動
きをスムーズにし、噛み合わせを安定させる治
療法があります。また、原因となる生活習慣を
一時的にやめるあるいは減らすことで症状を改
善させる方法もあり、日常生活の中で無意識に
力が入っていないか意識することも効果的です。
症状によってはセルフケアが有用な場合もあり
ます。顎関節の動きに関与する筋肉を温めたり、
顎のマッサージやストレッチをしたりすること
もお勧めです。ただし、原因を正しく診査診断
してもらい、自分に合った正しいセルフケアの
方法を教えてもらうことが大切です。

歯っとして…Ｑ！

有美子の健康 歯いっ！どーぞ！

「旬の青魚を頂く」

(歯科助手 渡邉有美子)

朝晩の冷え込みが強くなり、紅葉が見頃を迎え秋
の深まりを感じる時期です。後半になると朝晩だけで
なく日中の気温もかなり低くなり、小雪がちらつく地域
もでてきます。小春日和と呼ばれる穏やかな晴天が
続くこともありますが、徐々に寒気が強まり本格的な
寒さが到来します。今年は夏からの気温の変化が激
しく、体調管理には気をつかいますね。
さて、11月で頭に浮かぶ旬の食べ物は何でしょう
か？柿や栗、梨、一年中出回っているキウイも11月
に旬を迎えるフルーツです。ブリやサバも脂が乗りお
いしくなる時期です。
青魚の中でもDHAやEPA（両方とも人間の体内で
は作ることのできない脂肪）が豊富なサバ。EPAは血
液をサラサラにし、動脈硬化を防ぐなど血管・血液
の健康維持に作用し、内臓脂肪を減らすなどの生
活習慣病の予防にも役立ちます。不足すると、中性
脂肪・悪玉コレステロールの増加に繋がります。今は
サプリメントなどで簡単に摂取できると思われがちで
すが、DHAやＥＰＡのサプリメントは医薬品に比べて

費用が高いにも関わらず、含有量が十分でないこと
が多いため、虚血性心疾患の予防には効果を期待
しづらいという研究結果が出ているそうです。EPAは
酸化しやすい性質のため、新鮮、かつ旬の魚から摂
り入れることが一番です。また、魚の缶詰は魚を丸ご
と食せることに加え、汁にもＥＰＡが含まれています
ので残さず利用しましょう。やはり、美味しい旬の時
期に頂くことが体には一番なんですね！

令和 ７年１１月１日 発行 第２１３号

（歯科衛生士 菊地久美子）

 
              

 
               



プリンセスの歯ロー フィリピン

今、日本では柿の季節ですね。道路の脇や家
の庭に柿の木がよく見られます。
一方、フィリピンでは、庭に植えられている

のは主にマンゴーの木やココナッツの木です。
でも、実はフィリピンにも柿に似た果物があり
ます。形や色がよく似ていますが、違うところ
は皮です。日本の柿の皮はトマトのようにツル
ツルしていますが、フィリピンの柿は毛で覆わ
れていて､「マボロ（mabolo）」と呼んでいま
す。少しふわふわしています。
「mabolo」とは「毛が生えている」という

意味です。
マボロの実はオレンジ色で、中は白く、熟す

ととても柔らかくなります。味は甘くてクリー
ミー。リンゴやバナナ、モモのような風味が混
ざっていて、とてもおいしい果物です。 （歯科助手 藤田 プリンセス）

[ MABOLO (  フィリピンの柿 )]

令和 ７年１１月１日 発行 第２１３号



『生！息！歯っぴーブレス』

「口腔機能発達不全症」という言葉を聞いたことはありますか？

皆さん、是非、お読みください！！

「口腔機能発達不全症」とは、「食べる機
能」、「話す機能」、「その他の機能（呼吸
など）」が十分に発達していないか、正常に
機能獲得ができていない状態で、明らかな食
べる機能（摂食機能）となる障害の原因疾患
がなく、専門的なサポートが必要な状態のこ
とをいいます。近年日本では、小学生でむし
歯にかかったことがある児童は年々減少して
きていますが、上手く噛めない、発音（構
音）がおかしい、口呼吸をする、いびきをか
くなど、口の機能に何らかの問題を持ってい
る子どもが増えています。このような背景か
ら、２０１８年に「口腔機能発達不全症」と
いう病名が設けられ０～１５歳未満のお子さ
んの治療が保険適応されるようになりました。
さらに、２０２２年には口腔機能発達不全症
の治療の保険適用対象年齢が１８歳未満まで
と拡大されました。

口腔機能発達不全症のまま成長すると、呼
吸の悪化による学習や運動のパフォーマンス
低下、容姿などに影響が出たりするだけでな
く、成人してからの健康リスクや、高齢期の
歯の欠損や健康リスクが高まるとった悪影響
があります。生まれつきの疾患もなく口腔器
官のそのものに異常があるわけではないのに、
うまく機能していない場合、その原因として、
子どもが成長していく中で獲得していく運動
機能が影響していると考えられています。
身体は、中枢 末梢、粗大運動 微細運動の
順番で発達していきます。

㊟） 粗大運動：「座る」「立つ」「歩く」
「走る」などの身体を大きく使う動作。
微細運動：手や指先を使う飲食や字を書く

など細かい動きにあたる動作。

口唇を閉じたり、舌を前後・上下・左右に
動かすなど口腔の運動機能は微細運動に含ま
れ、正しい咀嚼運動や構音動作を獲得するに

は体幹をしっかり安定させるなど粗大運動を
獲得していくことが口腔の運動機能発達の土
台となります。

赤ちゃんが生まれてからの粗大運動と口腔
機能の発達について、順にお話ししていこう
と思います。

①生後５～６カ月頃
喃語がでる・支えると座るなど上半身が安

定してくる。
→口唇が閉じやすくなり口唇閉鎖機能が獲

得される。

②生後７～８カ月頃
ハイハイする・お座りができるなど背筋、

腹筋が鍛えられ下半身が安定してくる。
→舌を口蓋に押し付けることができるよう

になる。原始反射による舌の前後運動から
徐々に自分の意志で動かすことができるよう
になり、舌を上に挙げ口蓋で食べ物をつぶせ
るようになる。

③生後９～１１カ月頃
ハイハイからお座り・お座りからハイハイ

など自在に体位を変換できる。
→舌を左右に動かして歯ぐきに食材を持っ

ていきながら上下の歯ぐきで押しつぶすこと
が可能になる。

裏面につづきます



運動機能の発達は階段をあがっていくよう
に、ひとつずつ積み重ねられ徐々に獲得され
る機能が増えていきます。これには個人差は
ありますがおおよその順序があります。
この運動機能が獲得されるときに、他の要因
によって獲得が不十分となる場合があります。

例えば赤ちゃんや子どもの姿勢です。正し
い姿勢が保たれると口腔内の舌の位置も安定
します。安静時には舌が口蓋に付いていて、
上顎の歯列が整い顎や顔面の成長を促します。
赤ちゃんの抱き方によって、首が後ろに倒れ
てしまい姿勢が崩れると舌と口蓋が離れた不
安定な状態が続き、口が開きやすくなります。
この状態では鼻呼吸がうまくできず口呼吸が
多くなり、歯列不正、顎・顔面の成長の妨げ、
睡眠障害や、おねしょの問題、さらには発育
発達にも影響することもあり得ます。また、
立った状態や座位の際に頭位前方になる姿勢
では、舌骨下筋の働きによって舌骨が下方に
引っ張られ、口が開きやすい姿勢になります。
骨が安定した位置にないと、筋肉の成長が妨
げられたり、動きが制限されたりして、うま
く機能せず十分な運動機能を獲得できないこ
とがあります。口腔機能は全身の姿勢や発達
状態に左右されるとういことです。

人間が歩けるのは、重力に対して立位の姿
勢を保持するための筋肉である抗重力筋や主
要姿勢筋の働きがあるからです。これらの筋
は、うつぶせ寝での頭の持ち上げ 首と肩を
持ち上げる 支えられれば座る 一人で座る
ハイハイ つかまり立ち 伝い歩き 歩行

と、体位変換を獲得し体幹から鍛えられてい
く過程で発達します。

おおよそこの順番で機能を獲得していきま
す。そして、獲得した機能から発展させ次の
運動機能を獲得していきます。赤ちゃんの運
動機能の発達が不十分だと立位姿勢を保持す
る筋肉の発達が不十分となり、口腔の発育や
発達、呼吸機能にも影響を及ぼします。小さ
い子が食べ物をよく噛まずに丸のみしてしま
う場合は、座位が安定していないため、舌の
動きや顎の動きが不十分になっているなどの

身体全体の発達に問題があるかもしれません。

口腔機能は全身の運動機能と相互に影響し
あいながら発達し、顎・顔面や口腔の成長に
も影響を及ぼします。全身を使った遊びや運
動をしたり、正しい姿勢で過ごす時間を増や
したりといった粗大運動の獲得・機能の強化
をし、筋肉を育て、身体の上にある首や顎、
顔の成長や機能発達を促すことも大切です。

口腔機能の問題に関して、子どもたち自身
が“異常”として感じていないことが多く、
最初に気付くのは一緒に生活している保護者
であることがほとんどです。この機会にお子
さんのお口に注目してみてはいかがでしょう
か。口腔機能や噛み合わせなどについて不安
なことがあれば、ご相談して下さい。

生涯を通じて健康な身体づくりのために大
切なお口。小さい頃の習慣が将来の健康状態
にも影響します。しっかりと噛めるお口を育
てましょう。

（歯科衛生士 小柳かおり）



□ 肌がきれいに見えます
 歯が白いと多くの光を反射するため、
より明るい肌に見え、透明感がUPします。

□ 若々しく健康的に見えます
 イギリスの調査では、歯が白いと平均で5歳
若く見える！ という結果が出ております。

□ 笑顔になります
 白く輝く歯は憧れです。

 ホワイトニングをすると笑顔が増える方が多いです。

マスクを外す生活になり、改めてご自身の歯の色が気になっている方、ご希望やご質問
がある方は、是非お声がけください！
※当院のホワイトニングは、とても白くなり、尚且つ虫歯予防効果も備わっています。
また、白くなりすぎないように白さのアドバイスもさせていただきます。

パウダーフローメンテナンス
～国家資格を有する「歯科衛生士」によるメンテナンス～

施術時間／３０分～ １回／８，８００円（税込）

施
術
前

施
術
後

マスク生活が終わるこれからに向けて綺麗な歯に整えませんか？

ホワイトニングのお知らせ



超
高
齢
社
会
に
向
け
て

～
お
悩
み
相
談
室
～

タバコを吸う方の中には、自宅のベランダや
玄関先が定位置になっている方も少なくないと
思います。理由はやはり、家族の受動喫煙に考
慮して、あるいは部屋に汚れやにおいがつくか
らといったところでしょうか。寒いのに大変で
すね…。
いつも読んでくださっている方はもうご存知

だと思いますが、タバコを吸う時だけ距離を置
いても、受動喫煙の防止にはなりません。喫煙
後の呼気が、または服や髪に付着した有害物質
が、身近な大切な人の健康を脅かします。換気
扇の下でも同じです。ある小児科医は「換気扇
の下でカレーを作っても、家族は夕食のメ
ニューに気づくでしょう」と、とてもわかりや
すい表現で禁煙を訴えています。受動喫煙のお
そろしいところは、喫煙者自身が禁煙しない限
り、習慣的にくりかえし積み重なっていってし
まうことです。チリも積もれば、特に身体が小
さく未熟な子供にとっては大きな大きな山と
なってしまいます。
それ以外にも、屋外でタバコを吸うことに

よっておこる近隣トラブルも多いようです。タ
バコの煙は少なくとも半径7メートル広がると
言われていて、窓が開けられない、洗濯物にに
おいが付く、灰が落ちて汚れる、アレルギーや
ぜんそくの引き金になるなど、思いもよらない
ところで誰かが顔をしかめているかもしれませ
ん。私のご近所さんのどなたかにも外でタバコ
を吸う方がいるようで、窓の外からにおいを感
じるとやはりいい気持ちではありません。
暑くても寒くても外に出るほど身近な人を気

遣っているのなら、いっそのことタバコを手放
してしまってはいかがでしょうか。

「ベランダ喫煙、あり？ し？」

禁煙への近道

（歯科助手 大森ちひろ）

「
十
五
夜
」

先
月
10
月
6
日
、
私
が
勤
務
す
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
十
五
夜
の
行
事

を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
皆
で
お
団
子

作
り
で
す
。
「
丸
く
す
る
の
が
難
し
い

ね
」
と
笑
い
な
が
ら
話
す
方
に
、
隣
の

方
が
「
昔
は
も
っ
と
上
手
に
作
れ
た
の

よ
」
と
助
言
し
、
自
然
と
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

手
の
ひ
ら
で
お
団
子
を
こ
ろ
こ
ろ
と
転

が
す
作
業
は
、
力
加
減
が
難
し
い
方
も

い
ま
し
た
が
、
周
り
の
方
々
が
そ
っ
と

手
を
添
え
た
り
、
「
こ
っ
ち
の
方
が
丸

く
な
る
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
し

て
、
皆
で
助
け
合
う
温
か
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

お
団
子
作
り
の
後
は
、
す
す
き
や
果

物
、
野
菜
を
飾
り
、
お
供
え
物
を
整
え

ま
し
た
。
「
こ
の
梨
、
ど
う
置
こ
う

か
」
「
あ
ら
、
こ
の
ス
ス
キ
も
う
少
し

高
く
し
た
方
が
見
栄
え
が
い
い
わ
ね
」

と
自
然
に
会
話
が
弾
み
、
ま
る
で
小
さ

な
ア
ー
ト
作
品
を
作
っ
て
い
る
か
の
よ

う
で
し
た
。

そ
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
た
私
た
ち

職
員
も
、
思
わ
ず
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
認
知
症
の

女
性
が
飾
り
付
け
を
し
な
が
ら
、
静
か

に
「
お
月
様
に
家
族
を
思
い
出
す
わ
」

と
つ
ぶ
や
い
た
瞬
間
で
す
。
普
段
は
口

数
の
少
な
い
方
で
す
が
、
そ
の
言
葉
に

周
り
の
方
々
も
頷
き
、
自
然
と
手
を
取

り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
「
昔
の
家
で
は

こ
う
や
っ
て
団
子
を
作
っ
た
の
よ
」
と

思
い
出
話
が
次
々
と
飛
び
出
し
、
笑
い

声
と
穏
や
か
な
感
動
が
施
設
中
に
広
が

り
ま
し
た
。

最
後
に
、
皆
で
手
作
り
の
お
団
子
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
形
は
バ
ラ
バ
ラ

だ
け
ど
、
味
は
最
高
ね
」
と
笑
い
な
が

ら
頬
張
る
方
、
「
昔
を
思
い
出
し
て
懐

か
し
い
わ
」
と
し
み
じ
み
話
す
方
も
い

て
、
そ
の
表
情
は
本
当
に
穏
や
か
で
温

か
い
も
の
で
し
た
。
口
に
す
る
お
団
子

は
、
形
や
大
き
さ
が
違
っ
て
も
、
皆
の

手
と
笑
顔
が
詰
ま
っ
た
特
別
な
味
で
し

た
。こ

の
十
五
夜
行
事
を
通
し
て
、
入
居

者
の
皆
様
が
昔
の
思
い
出
を
語
り
な
が

ら
、
今
を
楽
し
む
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
小
さ
な
手
作
業
や
飾
り
付

け
が
、
思
い
出
と
笑
顔
を
紡
ぐ
大
切
な

き
っ
か
け
に
な
る
の
だ
と
、
改
め
て
実

感
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
栃
木
県
認
知
症

介
護
指
導
者

庄
司
康
善
）

令和 ７年１１月１日 発行 第２１３号



今月のカレンダー

事務長の歯っけん、トリビア

「トローチの形」

駄菓子のラムネにも似たドーナツ型の製剤
のトローチ。のどの痛みなどの緩和を目的に、
昔から広く使われてきた薬ですね。トローチ
にはなぜ穴が空いているのでしょうか。
実は、誤って飲み込んで喉に詰まった時の

「窒息防止」のためです。昔、トローチに
よって窒息死する事故が多発したため、空気
の通り道として穴を空け、万が一の時にも呼
吸ができるようにしました。
空気の通り道を「気道」といいます。何ら

かの理由で気道が詰まると、人はまたたく間
に命の危機にさらされてしまいます。息がで
きない状態を想像すれば、誰しもその苦しさ
を想像できますね。
ひとたび窒息すると、タイムリミットはほ

んの数分です。あっという間に体は酸素不足
に陥り、脳の機能が失われ、じきに心臓が止
まってしまいます。

医療現場では、圧倒的緊急事態であるこの
状態を「気道緊急」と呼びます。少なくとも、
救急車を呼んで到着を待つタイムスパンでは
間に合いません。
お子さんなどが、もしあめをのどに詰まら

せてしまったら、ハイムリック法(腹部突き上
げ法)や背部叩打法（はいぶこうだほう）を行
い、詰まったあめをはき出させましょう。但
し、乳児や妊婦さんには行ってはいけません。

お知らせ

（事務長 渡邊 愛人）

令和 ７年１１月１日 発行 第２１３号
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30

<休診日>水曜日・祝日
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<診療時間>
 9:00 ～ 13:00
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休 ○ 休

金 土

の予定
○

11月
日 月 火 水 木



季
節
も
秋
か
ら
少
し
ず
つ
冬
に
変
わ
る
中
、
例
年

よ
り
1
か
月
早
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
咳
や
鼻
水
を
介
す
る
「
飛
沫

感
染
」
に
よ
っ
て
感
染
し
、
感
染
し
た
場
合
、
約
1

～
３
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
症
状
を
発
症
し
ま
す
。

特
徴
的
な
症
状
と
し
て
38
度
以
上
の
「
高
熱
」
や
全

身
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
、
関
節
痛
な
ど
全
身
症
状
が

強
く
現
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
咳
や
鼻
水
、
の
そ
の
痛

み
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
が
現
れ
、
腰
痛
や
吐
き
気
な

ど
の
消
化
器
症
状
も
発
症
す
る
場
合
が
あ
り
、
通
常

は
感
染
か
ら
発
症
、
軽
快
ま
で
約
10
日
間
前
後
と
言

わ
れ
ま
す
。

私
も
15
年
以
上
前
に
一
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
上
記
の
通
り
大
変
な

思
い
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
的
に
流
行
の
兆
し
が
み
ら
れ
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
冬
と
な
り
乾
燥
す
る
季
節
と
な
る
た
め

更
な
る
猛
威
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
個
人
の
自
己
判
断
と
な
り
ま
す
が
や
は

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
方
は

多
い
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
感
染
し
発
症
し
た
後
の
症
状
を
で
き
る
だ
け
軽
減

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

か
ら
と
い
っ
て
感
染
率
が
減
少
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

通
常
の
風
邪
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
そ
し
て
こ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
「
ウ
イ
ル
ス
」
に
感
染
し
な

い
た
め
に
最
も
必
要
な
こ
と
は
「
予
防
」
で
す
。

皆
さ
ん
、
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
数
年
前
「
コ

ロ
ナ
」
と
呼
ば
れ
る
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
を

混
乱
さ
せ
た
時
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
率
は
激

減
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
マ
ス
ク
、
う
が
い
、
手
洗
い
を

徹
底
し
、
不
必
要
な
接
触
を
避
け
「
予
防
」
に
徹
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
ま
ず
は
う
が
い
と
手

洗
い
。
こ
れ
が
最
大
の
予
防
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
と
て
も
大
切
で
有
効
性
が
高
い

予
防
方
法
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
「
歯
磨
き
」
で
す
。

あ
る
研
究
結
果
に
よ
れ
ば
口
腔
内
の
状
態
が
良
好

に
保
た
れ
て
い
る
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
率
は

そ
う
で
な
い
方
の
10
分
の
１
と
い
う
結
果
が
出
ま
し

た
。こ

れ
に
は
お
口
の
中
、
特
に
歯
周
病
菌
が
大
き
く

関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
風
邪
な
ど
の
細
菌
は
お
口
の
中
の
粘
膜
に

付
着
す
る
だ
け
で
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。
し
か
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
は
お

口
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
粘
膜
に
付
着
後
、
細
胞
内

に
取
り
込
ま
れ
て
感
染
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
の

時
、
歯
周
病
に
罹
患
さ
れ
て
い
る
方
は
歯
周
病
菌
を

多
く
お
口
の
中
に
保
有
し
て
い
る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス

が
細
胞
内
に
入
り
込
み
や
す
く
な
る
の
で
す
。
そ
の

理
由
は
本
来
、
気
道
粘
膜
に
は
タ
ン
パ
ク
質
の
膜
が

あ
り
、
そ
れ
が
ウ
イ
ル
ス
の
付
着
を
防
御
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
歯
周
病
菌
は
そ
の
膜
を
破
壊
す
る
「
プ

ロ
テ
ア
ー
ゼ
」
と
い
う
酵
素
を
出
し
タ
ン
パ
ク
質
の

膜
を
壊
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
歯
周
病

に
罹
患
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

コ
ロ
ナ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
も
罹
患
し
や
す
く
な

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
は
以
前
、
あ
る
内
科
の
先
生
に
尋
ね
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

「
先
生
、
こ
の
時
期
毎
日
沢
山
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
る
の
に
先
生
ご
自
身
は
感
染

し
な
い
の
？
」
そ
の
先
生
は
私
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
関
口
先
生
に
は
釈
迦
に
説
法
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

実
は
私
は
こ
の
時
期
一
日
10
回
以
上
は
毎
日
歯
磨
き

を
し
て
い
ま
す
。
食
後
は
勿
論
の
こ
と
、
診
察
中
定

期
的
に
後
ろ
の
水
道
で
歯
磨
き
を
し
て
い
ま
す
。
や

は
り
感
染
予
防
は
お
口
の
中
で
す
よ
ね
。
」

私
は
自
分
の
専
門
分
野
で
あ
り
な
が
ら
少
々
馬
鹿

な
質
問
を
し
た
も
の
だ
、
と
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し

た
が
、
正
に
そ
の
通
り
。
お
口
の
健
康
は
体
の
健
康
。

特
に
歯
周
病
は
万
病
の
入
り
口
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
だ
け
で
は
な
く
、
「
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
」

「
脳
梗
塞
」
や
「
糖
尿
病
」
「
高
血
圧
」
な
ど
。
そ

し
て
女
性
の
方
は
お
子
さ
ん
の
「
早
産
や
死
産
」
に

も
影
響
し
ま
す
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
。
是
非
、
今
日
か
ら
「
歯
磨
き
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
先
か
ら
帰
宅
さ
れ
た
ら
ま
ず
「
う
が
い
」

「
手
洗
い
」
そ
し
て
「
歯
磨
き
」
！
！

歯
磨
き
粉
を
付
け
な
く
て
も
結
構
で
す
。
仕
事
か

ら
帰
っ
た
時
も
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
た
時
も
、
外

か
ら
帰
宅
し
た
場
合
、
ま
ず
は
歯
磨
き
を
家
族
中
で

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
、
私
を
信
じ
て
！
！
診
療
室
内
で
は
決
し

て
嘘
は
言
い
ま
せ
ん
！
！(

笑)

ま
た
、
寝
て
い
る
時
、
就
寝
時
は
最
も
菌
が
繁
殖

し
や
す
い
た
め
寝
る
前
の
歯
磨
き
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
が
、
起
床
時
！
朝
起
き
て
す
ぐ
に
歯
磨
き
を

行
う
の
も
寝
て
い
る
間
に
増
殖
し
た
お
口
の
菌
を
排

出
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
ち
ら
も
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
ね
。

そ
し
て
も
う
一
つ
。
こ
れ
が
最
も
大
切
な
予
防
。

そ
れ
は
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
お
口
の
中
を
チ
ェ
ッ

ク
し
早
期
発
見
早
期
治
療
を
行
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
当
院
で
は
原
則
「
月
一
度
の
お
口
の

チ
ェ
ッ
ク
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
長
生
き
、
毎
日
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め

に
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
。

院

長

手

記
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